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1．はじめに




























30人（男性 14人，女性 16人）による 60肢を対象と
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に比べ，N9，N13，N20の時間経過が若干異なってお
り，橈骨神経，尺骨神経，正中神経の順に短い結果と
なった（P＜ 0.01）。
また，同様に N9，N13，N20の振幅を平均し，各
神経について比較した。N9，N13，N20すべてにおい
て正中神経，尺骨神経，橈骨神経の順に高い結果と
なったが，特に N9では大きな振幅の差が認められた
（P＜ 0.01）。
4．考察
神経によって，潜時に有意差があったが神経それぞ
れに基準値を設定することにより橈骨神経も体性感覚
機能検査に用いる事が可能である。
また，N9，N13，N20の振幅の平均値では，橈骨神
経の振幅が一番低電位となったが，立ち上がり潜時の
測定において支障が生じることはなかった。但し，多
発神経炎等の疾患を合併する症例においては，さらに
振幅が小さくなり，導出自体が困難となってしまう可
能性も考えられた。
N9，N13，N20潜時や CCTの測定値は，それぞれ
の神経の差を考慮することが必要となるが，多発神経
炎等の橈骨神経に異常が疑われない患者においては，
逆行性変性（dying back現象）を伴う手根管症候群や，
肘部管症候群を有する症例に橈骨神経浅枝刺激 SSEP
の併用が体性感覚機能診断の一助となる可能性が示唆
された。
